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USD/JPY DAILY 20200108-20200703 

日足サイクルは、おおよそ40本前後でサイクルを形成中。 
仮にサイクルが閉じていないという設定で考えると 
43本目となり、いつ閉じてくるかはわからない。 
23本目のトップがレフトトランスレーションと考えると 
45本目より伸びてくる可能性が高い。 

44本 43本 43本目 

仮に23本目でトップをつけたと考えると 
ライトトランスレーションで 
6月23日にサイクルを閉じたとも言える。 
サイクルは35本となる。 
 
どちらで考えても解釈可能なので 
非常に難しい状況とも言える。 



USD/JPY WEEKLY 2017-2020 

30本 29本 35本 17本目 

概ね週足では、30本から40本前後と考えられる。 
2019年8月25日の週から2020年3月8日の週までを 
1サイクルと考えると、 
ライトトランスレーションで起点割れというイレギュラーが発生した。 

41本 

上昇で先週は、最高値108.16をつけて 
一気に下降した。 
という事は 
「週足トレンドラインを乗り越えることができなかった。」 
と言えそう。 
 
長い目で見た場合、 
個人的には、買い・ロングエントリーは控えたい。 



USD/JPY MONTHLY 2008-2020 

月足の大きな流れは下降トレンドと見ることができる。 
2020年3月の動きが派手であったため、 
上下に長いヒゲを作成しているチャートとなっている。 

20本 28本 28本 26本 50本目 

月足で確認すると、下降トレンドが形成されているように見える。
3月の101.19で閉じたように見えるが、 
実は延長しているように感じる。 

先週の止められたラインは106.5となる。 
ここには、アベノミクスの起点からの618のラインとなる。 
次の狙うべき値は99円割れを目指す可能性も否定できない？ 
 
大統領選挙では上昇の可能性が高いのではないか？ 
 



USD/JPY 4H 202004-202006 

4時間足のサイクルで考えると、今サイクルは、33本目で暫定トップをつけたと想定。 
108.16をトップと考えると後は下降と捉えることができる。 
レンジの中に入っているものの 
レフトトランスレーションと想定すると下目線となりそう。 
  
本来、4時間足サイクルは、60から80本と考えられるが、 
イレギュラーな状況から、100本前後で閉じたと考えた。 
 
日足のサイクルと4時間足のサイクルが閉じようとしていると 
考えると下目線継続か？ 
 

104本 100本 50本目 



USD/JPY DAILY VOLATILITY 6月上旬の週ボラを考えると一気にレンジに入ったと考
えられる。 



USD/JPY DAILY VOLATILITY 週ボラで150程度あると、取りやすくなるのではないか
なぁ。 



GBP/JPY DAILY 20200106-20200703 

日足サイクルでは、USD/JPYと比較して、GBP/JPYは遅行通過かもしれない。 
5月18日で新たなサイクルと考えると35本目 
  
 
 
 
 
一方、USD/JPYは5月6日から新たなサイクルと 
考えられるので、43本目。 
 
USD/JPYがGBP/JPYのサイクル閉じを待っている 
かもしれない。 
 

54本 43本 35本目 



EUR/JPY DAILY 20200106-20200703 

日足サイクルでは、USD/JPYと比較して、EUR/JPYは同じように動いているように感じる。 
USD/JPYは5月6日から新たなサイクルと考えられるので、43本目。 
EUR/JPYは5月7日から新たなサイクルと考えられるので、42本目。 
GBP/JPYは全ページでも示したように5月18日スタートで、35本目。 

44本 42本目 

あくまでも推測ではあるが、 
GBP/JPYのサイクル閉じをUSD/JPYと
EUR/JPYが待っているような状況となりそう。 



GBP/JPY DAILY VOLATILITY 週ボラが200以上あるので、ある一定の利益を生む可
能性は大きい。先週は、上昇のみであったので今週がど
うなるか？ 



EUR/JPY DAILY VOLATILITY 先週の木曜日、金曜日がトンボで終了している。 
やはり、何かが起こる前触れかも？ 



どるえん まとめ 20200705現在 

• シナリオは2つ  （上昇と下降） 

•上昇と考える要素 

• 7月6日月曜日が遅れゴトー日となる可能性が高い。 

• 週足トレンドライン108.0辺りまでは上昇の可能性がある。 

•下降と考える要素 

• 日本時間7月1日10時からの4時間足での下降をエリオットで1波と考えることができる。 

• レンジ期間は、第2波と考えるとこれから第3波の可能性が高い。 

• サイクルを閉じてくることから下目線で考えることができそう。 


